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新
春
を
迎
え
、
平
素
よ
り
自
治
会

活
動
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
に
続
き
「
我
が
地
域
の
あ
る

べ
き
自
治
組
織
」
に
つ
い
て
、
自
治

協
議
会
移
行
検
討
委
員
会
か
ら
諮

問
を
受
け
当
地
区
の
20
団
体
を
「
自

治
会
」、「
防
災
防
犯
」、「
福
祉
文
化
」

の
３
分
野
に
分
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、平
成
30
年
年
頭
に
あ
た
り
、

当
地
区
が
目
指
す
基
本
方
針
を
役

員
の
方
々
と
共
に
、
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
第
１
の
方
針
】

 

「
地
域
の
安
全
・
安
心
」
の
確
保

（
１)

防
災
の
為
の
啓
蒙
活
動
と
避
難

訓
練
の
実
施
。

（
２)

防
犯
の
為
の
啓
蒙
活
動
と
地
域

の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
行
。

【
第
２
の
方
針
】

「
自
治
会
活
動
の
円
滑
な
運
営
」
の
維
持

（
１)

各
団
体
間
の
協
働
事
業
を
推

進
す
る
。
特
に
「
学
園
前
街
育
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」活
動
の
維
持
。

（
２)

「
地
域
自
治
協
議
会
」
へ
の
移

行
を
見
据
え
た
会
議
の
運
営
と
対
応
。

【
第
３
の
方
針
】

「
ふ
れ
あ
い
づ
く
り
活
動
」
の
活
性
化

（
１)

世
代
共
通
・
高
齢
者
・
児
童
乳

幼
児
等
が
参
加
で
き
る
グ
ル
ー
プ
活

動
の
維
持
支
援
。

（
２)

活
動
費
等
の
助
成
金
の
維
持
支

援
。

　

地
域
の
活
性
化
は
、
一
つ
一
つ
の
積

み
重
ね
を
大
切
に
、
皆
様
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
地
区
自
主
防
災
・

防
犯
協
議
会
活
動
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
昨

年
は
６
月
に
県
防
災
士
協
会
の
講
師

を
招
き
地
区
防
災
会
議
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
（
防
災
士
か
ら
避
難
所

開
設
に
向
け
た
Ｈ
Ｕ
Ｇ
訓
練
の
実

施
）。
７
月
に
は
、
地
区
と
し
て
は
初

め
て
西
部
公
民
館
（
指
定
避
難
所
）

に
て
防
災
訓
練
を
学
園
北
１
・
２
丁

目
自
治
会
と
合
同
で
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
訓
練
で
は
、
６
階
の
体
育
館

が
避
難
場
所
と
な
る
た
め
多
く
の
課

題
が
あ
り
、
引
き
続
き
避
難
所
に
お

け
る
課
題
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

地
区
住
民
の
皆
様
が
普
段
か
ら

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
街
づ
く

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
が
、
日
々

の
生
活
に
お
い
て
様
々
な
問
題
点
、

改
善
点
な
ど
ご
意
見
ご
要
望
が
あ

れ
ば
気
兼
ね
な
く
地
区
役
員
ま
で

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

暮
ら
し
や
す
い
環
境
は
、
同
じ
地

域
に
住
む
者
同
士
理
解
と
協
力
が

あ
れ
ば
こ
そ
円
滑
に
実
現
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
防
災
訓
練
等
は
、
近
所

の
方
々
と
顔
を
合
わ
せ
る
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
す
の
で
ぜ
ひ
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
も
皆

様
が
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

よ
う
な
地
区
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
本
年
も
皆
様
方
の
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
お
元
気
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
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社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
社
協
）

は
「
ふ
れ
あ
い
を
深
め
支
え
あ
え
る

街
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
活

動
し
て
お
り
ま
す
が
、
主
催
す
る
最

も
大
き
な
行
事
が
福
祉
大
会
で
す
。

９
月
に
大
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
は
21
回
目
に
な
り
ま
す
の

で
、
従
来
と
は
パ
タ
ー
ン
を
変
え
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
開
催
場
所

が
限
ら
れ
る
中
で
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
良
い
か
、
社
協
内
で
議
論
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

社
協
に
は
11
の
部
会
が
あ
り
各
々

活
動
し
て
お
り
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
部
会
に
は
時
間
の
許
す
限
り
参
加

を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
活
動
し
て
い
る
部
会
の
他

に
こ
ん
な
会
を
作
っ
て
欲
し
い
と
か
、

内
容
を
追
加
し
て
欲
し
い
と
か
ご
希

望
を
い
た
だ
け
れ
ば
検
討
を
い
た
し

ま
す
の
で
ご
提
案
く
だ
さ
い
。
集
会

室
の
利
用
に
は
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

　

学
園
南
の
方
々
で
気
楽
に
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
参

加
が
多
く
て
各
部
会
長
を
困
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

温 

井 

久 

男

会

長

地
区
自
主
防
災
・

防
犯
協
議
会

森 

本 
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会

長

地
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会
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議

会

新

年

の

ご

あ
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さ
つ
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当
委
員
会
は
、
学
園
南
地
区

に
お
け
る
今
後
の
地
域
活
動
全

体
を
一
体
的
に
運
営
す
る
法
人

組
織「
学
園
南
自
治
協
議
会（
仮

称
）」
の
設
立
を
検
討
す
る
目
的

で
、
平
成
27
年
度
に
設
置
さ
れ
、

今
日
ま
で
約
２
年
間
に
亘
り
討

議
を
重
ね
て
参
っ
て
お
り
ま
す
。

　

以
下
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経

過
の
ポ
イ
ン
ト
と
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
中
間
報
告
を
申

し
上
げ
ま
す
。

１
．
第
１
次
委
員
会(

平
成
27

年
度)

の
主
な
議
題

①
行
政(

国
・
奈
良
市)

の
指

導
方
針
、
奈
良
市
自
治
連
合
会

の
方
針
に
つ
い
て

②
学
園
南
地
区
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て

③
当
地
区
の
活
動
組
織
の
改
定

案
の
検
討

２
．
第
２
次
委
員
会(

平
成
28

年
度)

の
主
な
議
題

①
当
地
区
全
体
会
議
の
在
り
方

の
討
議

②
新
組
織
案(

３
部
門
制)

の

検
討
と
提
言

（
＊
３
部
門
：
自
治
会
部
会
、
防

災
・
防
犯
部
会
、
福
祉
文
化
部
会
）

③
地
区
課
題
の
再
検
討

④
自
治
協
議
会
移
行
後
の
組

織
案
の
検
討

⑤
奈
良
市
へ
の
要
望

（
＊
人
材
、
活
動
拠
点
の
両
面
で

の
具
体
的
な
支
援
）

⑥
当
地
区
が
目
指
す
「
あ
る
べ

き
姿
」
に
つ
い
て
の
議
論

３
．
今
年
度
（
平
成
29
年
度
）

は
こ
れ
ま
で
の
議
論
・
検
討
を

【
平
成
29
年
10
月
１
日
付
委
嘱
】

交
通
安
全
指
導
員

山
本
順
三
氏
（
一
丁
目
）

前
任
者　

有
賀
公
信
氏
（
一
丁

目
第
２
）

【
平
成
29
年
11
月
１
日
付
委
嘱
】

安
全
推
進
委
員

猿
橋
裕
子
氏
（
一
丁
目
）

前
任
者　

小
北
修
氏
（
一
丁
目
）

◆
日
時
：
２
月
４
日
（
日
）
13
時
半

◆
場
所
：
西
部
公
民
館
４
階
第

１
・
２
会
議
室

◆
講
演
内
容
：
地
域
の
防
犯
対

策
に
つ
い
て
【
講
師
】
武
田
全

広
氏(

三
丁
目
自
治
会
長)

　

今
回
の
講
習
会
は
三
丁
目
自

治
会
長
を
講
師
に
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
最
近
の
犯
罪
事
情
を

知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
近
所
の
皆

様
方
と
お
誘
い
の
上
、
積
極
的

な
ご
参
加
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

踏
ま
え
第
３
次
委
員
会
と
し

て
、
い
よ
い
よ
準
備
委
員
会
の

設
立
を
目
標
に
、
そ
れ
に
必
要

な
基
本
項
目
の
確
認
・
準
備
の

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

地
域
自
治
組
織
の
設
立
ま
で

に
は
、
こ
れ
か
ら
紆
余
曲
折
が

あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
骨

子
が
固
ま
り
次
第
、
皆
様
方
に

提
示
・
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。
そ
の
節
は
、
率
直

な
ご
意
見
を
頂
戴
い
た
し
た

く
、
合
わ
せ
て
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
２
０
１
７
年
度
防

災
士
の
全
研
修
を
終
え
、
お

陰
様
で
資
格
を
取
得
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
防
犯
に
関
し
て
も

よ
り
深
く
学
ぶ
た
め
に
、
日

本
市
民
安
全
学
会
（
会
員
数
：

110
名
）
の
会
員
と
し
て
入
会

を
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
奈
良
地
区
の
会
員
は
奈

良
女
子
大
学
教
授
の
井
上
容

子
先
生
と
私
の
２
人
だ
け
で

す
。
全
国
レ
ベ
ル
の
防
犯
の
取

り
組
み
を
学
ば
せ
て
い
た
だ

け
る
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
の
最

新
の
情
報
も
防
災
情
報
と
も

ど
も
、
今
後
地
域
防
災
防
犯

の
取
り
組
み
に
生
か
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

防
災
、
防
犯
で
一
番
大
切
な

こ
と
は
、
何
を
お
い
て
も
「
自

助
」（
自
分
の
命
を
自
分
で
守

る
）
で
す
。
そ
の
延
長
線
上
に

地
域
や
自
治
体
の
活
動
が
あ

り
ま
す
。
奈
良
の
人
は
「
ど
う

せ
来
な
い
や
ろ
」
と
い
う
人

が
多
い
よ
う
で
す
。
で
は
、

本
当
に
災
害
が
起
き
た
と

き
、
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ

に
、
ず
っ
と
大
地
震
が
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
必
ず
い
つ

か
来
る
の
だ
と
い
う
こ
と

も
、
頭
に
お
い
て
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

＊
現
実
問
題
、
ど
う
や
っ
て

自
分
や
家
族
の
身
を
守
っ
た

ら
い
い
の
か
。
今
後
、
分
か

り
や
す
く
、
ま
た
女
性
の
目

線
も
添
え
て
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

【
日
本
市
民
安
全
学
会
】

　

「
市
民
の
安
全
」
に
つ
い
て

市
民
に
よ
る
市
民
の
為
の

「
市
民
安
全
学
の
研
究
」
を

深
め
る
目
的
で
平
成
16
年
に

神
奈
川
県
で
設
立
。
市
民
・

警
察
・
自
治
体
三
位
一
体
と

な
っ
て
市
民
安
全
学
の
発

展
・
研
究
・
相
互
連
携
を
図

る
。

鳥

居
正
明

委
員
長

学
園
南
地
区
街
づ
く
り
検
討
委
員
会

活
動
報
告

山本氏

猿橋氏

女
性
防
災
士
誕
生

地
区
初

内 

藤 

佳 

代 

（
二
丁
目
）

交
通
安
全
指
導
員
・
安
全
推
進

委
員
の
異
動
（
委
嘱
替
え
）

学
園
南
地
区
防
犯
講
習
会
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「
学
園
南
地
区
福
祉
大
会
」

を
９
月
30
日
（
土
）
午
前
11
時

か
ら
奈
良
市
西
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
市
長
代
理
と

し
て
沢
野
井
市
民
活
動
部
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
各
分
野

の
来
賓
を
お
迎
え
し
て
、
多
く

の
参
加
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
、
東
大
寺
・
筒
井
寛

昭
長
老
の
「
物
の
み
か
た
と
心

の
持
ち
方
」
の
お
話
を
拝
聴
し
、

「
肉
眼
、
心
眼
」
や
日
常
生
活
で

の
心
、
正
し
い
心
の
持
ち
方
の

教
え
を
受
け
ま
し
た
。
続
い
て

日
本
3B
体
操
協
会
・
田
村
恵
美

子
様
の
指
導
に
よ
り
「
さ
わ
や

か
健
康
体
操
」
を
行
い
、
皆
様

体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

「
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
歌
声

交
流
」
で
は
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
・

岡
田
由
美
子
様
の
指
導
の
も

と
、
国
民
文
化
祭
な
ら
２
０
１

７
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
や
ま

と
し　

う
る
は
し
」
な
ど
の
歌

を
、
学
園
南
い
き
い
き
ス
ク
ー

ル
・
学
園
南
地
区
子
ど
も
会
の

子
ど
も
達
と
一
緒
に
元
気
よ
く

歌
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
お
た
の
し
み
抽
選

会
」
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度

は
第
20
回
大
会
を
記
念
し
て
各

賞
も
増
量
し
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

皆
様
の
作
品
を
ゆ
っ
く
り

見
て
い
た
だ
こ
う
と
し
て
集

会
室
へ
移
し
て
３
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
も
す
ば
ら

し
い
作
品
を
出
展
い
た
だ
き

３
日
間
で
ゆ
っ
く
り
ご
覧
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

自
画
自
賛
し
て
お
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
二
月
堂
お
水
取

り
に
修
行
僧
が
着
ら
れ
た
紙

衣
を
出
展
い
た
だ
き
、
恐
ら

く
も
う
一
回
見
る
チ
ャ
ン
ス

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
修
行

僧
の
厳
し
い
修
行
が
紙
衣
の

い
た
み
方
で
手
に
取
る
よ
う

で
し
た
。
私
は
今
回
の
目
玉

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

体
育
祭
等
の
行
事
と
日
程

が
重
な
り
、
残
念
な
が
ら
昨

年
の
85
％
の
来
場
者
と
な
り

ま
し
た
。
次
回
か
ら
は
連
休

を
避
け
て
開
催
す
る
こ
と
を

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。。

　

出
展
い
た
だ
い
た
方
、

お
世
話
い
た
だ
い
た
方
に
お

礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

10
月
に
予
定
す
る
第
４
回
も
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

福
祉
大
会
開
催 

！

福
祉
大
会
開
催 

！

実

行

委

員

長　

川
尻

利

幸

　

今
後
も
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
皆
様
お
誘
い
い
た
だ
き

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
学
園
南
地
区
の

福
祉
の
向
上
の
為
、
皆
様
か
ら

の
要
望
、
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

作
品
展
を
か
え
り
み
て

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
長　

森
本
徹
也

東大寺長老のご講話

みんなで楽しく昼食

子ども達との歌声交流健康体操で元気！

第20回
記念
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　昔あった「歌声喫茶」を彷彿とさせます。ス

クリーンに美しい風景が映され、懐かしい童謡

や小学唱歌、若かりし頃を思い出す名曲などが

奏でられます。その音楽に合わせて集まった善

男善女が声を合わせて歌います。皆さん年齢を

忘れて声を合わせて歌う楽しいひと時です。

うたごえクラブ

　囲碁同好会に参加するようになって早や1

年近く。回を重ねる毎に、皆さんとのふれあい

が和やかになり、楽しさも一段と深まってくる。

囲碁は奥が深く自由自在に打ち回せるので、各

人の個性が盤上によく現れるからだろうか。知

れば知るほどやり甲斐があり、老若男女を問わ

ず誰もが楽しめる。ぜひ集会場へお出かけを！

囲碁

　五月節句やクリスマス、ハロウィンなどのコー

ディネイトに、テーブルクロスを敷き食器やカ

トラリー、お花や小物を飾って食卓をおしゃれ

に演出します。色のコンビネーションも大切な

ポイントで、食事をより美味しくしてくれます。

全国大会で優秀賞を受賞された廣江先生手作り

のお菓子を頂きながらおしゃべりも。

テーブルコーディネイト

伏見敦（二丁目）

　年齢幅20歳を超えるメンバー達がグラウン

ドでボールを打ち始めると、年齢差は感じられ

ません。初体験だった私も、ボールを打ち、ハ

プニングに見舞われ、メンバーと談笑しながら

コースを周回するうちに心身ともにリフレッ

シュされました。賞品のティッシュを頂く時は

格別のうれしさ。皆さまおいでください。

グラウンドゴルフ
岡本康男（一丁目）

大倉美佐子（三丁目）

　平成17年から始まったお花同好会も今年で

12年。ご指導いただく奥田登喜子先生には本当

に感謝しております。皆さん、若い頃に華道に

触れた方々ですが、この奈良の地に住み、山村

御流を習えてとても幸せに思います。年一度の

作品展も皆さんに見ていただける良い機会で

す。お花を生けていると心が安らぎます。今後

もゆったりと続けていけたらいいなと思います。

生け花
櫻井一穂（一丁目）

　富雄東地域包括支援センターでは全国で展

開されている「いきいき100歳体操」を推奨し

ています。おもりを使った簡単な体操で「筋力

向上」「体力アップ」などの効果が実証され「運

動する場」と「皆で集う場」の2つの機能が評

価されています。一度、体験にお越しください。

健康寿命をのばしましょう！

いきいき100歳体操
橋本幸一（包括支援センター）

　コミュニケーション麻雀のことをどんなもの

かわからず飛び込みましたが、皆さんとおしゃ

べりしながら、キャッキャとさわぎながら楽し

んでいます。あがればアメチャンがもらえるし、

知らない方達と親しくなれてよかった。ぜひの

ぞいてみてください。

コミュニケーション麻雀
森恭子（一丁目）

下村俊雄（二丁目）

　メンバーが集まり、しばらくワイワイガヤガ

ヤの後、カラオケが始まります。童謡・唱歌か

らナツメロ、フォークまで。ブッツケ本番が主

流で途中ギブアップもあり、拍手と笑いでいっ

ぱい。初めての方もすぐにマイクを握られます。

二時間がすぐに過ぎます。皆様おいでください。

カラオケ
岡本康男（一丁目）

同好 会に参 加しませんか ？
お問い合わせ先

社会福祉協議会・森本

電話 0742-45-0993

第 36 号
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　私たち株式会社大阪共立は平成25年度から、指定管理者として学園前ホールの管理・運営を行っ

て参り約５年がたちました。「学園前街育プロジェクト実行委員会」には立ち上げ時から参加させて

いただき、この間たくさんの地域住民の方々と知り合うことができ、ありがたく思っています。

　さて、「学園前アートフェスタ2017」も無事終了し、昨年以上に学園前地域に、話題と賑わいをも

たらすことができたと実感しています。本年の「学園前アートフェスタ」では当ホールにおいて、２

日間にわたり20団体が参加し、地域住民の皆さまによる様々なプログラムとパフォーマンスで、大

いに盛り上がった素晴らしいステージを作ることができました。

　中でも、奈良県立西養護学校の生徒達によるダンスと歌の演出は、来場者の方々に感動を与え、

多様な人々が同じ空間で共感しあう、素晴らしい２日間となりました。エントランスに新設した「な

らアートスペース」においても、市民芸術家の絵画展と養護学校生徒のアート作品展示が花を添え

ました。

　これからも学園前地域が「文化の薫り高い豊かな街」となるよう一層の発展を願っております。

そのためには地域の皆さまのご協力とご理解が不可欠であり、皆さまあっての「街育」だと思って

います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

「街育とともに」 奈良市西部会館市民ホール(愛称：学園前ホール)

指定管理者：株式会社大阪共立

館長：鳥井昭則学園前アートフェスタ2017を終えて

公民館　写真展

大和文華館　文華ホール 中村家　蜂蜜台

学園前ホール　発表学園前ホール　エントランス

淺沼記念館　茶室

総合受付にて
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　例年、赤い羽根共同募金・日本赤十字募

金と募金運動が行われています。ご存知の

ように赤い羽根共同募金は、募金の約70％

は、募金をした地元で使われ、残りの約

30％は市区町村を超えて広域的な課題を解

決する為に、都道府県の範囲内で使われて

います。地元では高齢者福祉・児童・青少

年健全育成等に地域福祉活動資金として還

元されています。

　今年も10月2日、社協役員さんによる募

金活動、11月4日学園南・いきいきスクール

と子ども会の子ども達で近鉄学園前駅にて

元気いっぱい募金への協力を呼びかけ、地

域のみなさんのご協力を得て大きな成果を

あげています。本当にご苦労様でした。

『赤い羽根共同募金・日本赤十字募金』への
ご協力ありがとうございました

平成 30 年 2 月 1 日（６）学 園 南 ふ れ あ い地 域 情 報 紙

合 計

一丁目

自治会名・団体名

一丁目第２

パークスイーツ

二丁目

二丁目北

二丁目南

南 苑

三丁目

三丁目北

三丁目中

三丁目南

街頭募金 (社協役員 )

街頭募金(いきいきスクール)

民生・児童委員協議会

215,250

25,500

6,000

27,500

32,250

7,500

8,750

33,250

23,500

21,000

18,000

12,000

300,297

65,400

500

11,000

2,750

18,800

6,500

40,650

27,000

28,500

-

8,000

17,023

64,174

10,000

335,800

69,000

10,500

26,500

22,000

13,500

24,000

53,100

39,500

61,500

7,200

9,000

-

-

-

赤い羽根共同募金

Ａ募金 Ｂ募金
日赤募金

①
立
ち
居
振
る
舞
い
（
座
り
方
・

お
じ
ぎ
・
ふ
す
ま
の
開
け
方
）

②
茶
菓
子
の
い
た
だ
き
方

③
茶
の
い
た
だ
き
方
（
最
後
に
自

分
で
お
茶
を
立
て
て
い
た
だ
く
）

　

日
本
の
伝
統
文
化
を
体
験
で

き
る
一
つ
の
場
で
す
。
子
ど
も

達
は
初
め
て
の
体
験
で
少
し
緊

張
気
味
で
し
た
が
、
お
菓
子
を

食
べ
る
時
に
は
大
変
喜
ん
で
い

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
正
座
で
足

が
シ
ビ
れ
た
よ
う
で
す
。
こ
れ

も
良
い
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。

【
子
ど
も
達
の
感
想
】

「
お
菓
子
が
お
い
し
か
っ
た
。
お

茶
の
飲
み
方
や
和
室
の
使
い

方
、
か
け
じ
く
・
お
点
前
が
分

か
っ
た
。
大
変
楽
し
か
っ
た
」

「
チ
ョ
ッ
ピ
リ
足
が
し
び
れ
た
が

抹
茶
・
和
菓
子
が
お
い
し
か
っ
た
」

「
自
分
で
お
茶
を
立
て
る
の
は

失
敗
し
た
け
ど
う
ま
か
っ
た
」

「
僕
は
今
回
の
体
験
を
し
て
、
和

の
文
化
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
和
の
文
化

を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
で
す
」

「
と
て
も
礼
儀
正
し
い
持
ち
方

や
食
べ
方
、
飲
み
方
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と

体
験
し
た
か
っ
た
で
す
」

「
お
茶
の
た
て
方
や
、
お
茶
の
飲

み
方
を
知
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

「
お
茶
を
た
て
て
み
て
う
れ
し

か
っ
た
。
少
し
苦
か
っ
た
」

茶
道
教
室
で

　

礼
儀
作
法
を
学
び
ま
し
た

学
園
南
い
き
い
き
ス
ク
ー
ル
部
会
長
・
松
岡
忠

各自治会・団体の募金額一覧
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